
横浜における
持続可能な観光都市の在り⽅
〜マイクロツーリズム・リピーター

ファンづくりの観点から〜



1981年 広島県廿⽇市市（旧⼤野町）⽣まれ
1999年 筑波⼤学第三学群社会⼯学類都市計画専攻⼊学

⽇本&世界の都市巡礼、スペシャリスト弟⼦⼊り
2004年 株式会社リクルート住宅情報Div⼊社

SUUMOで⼤⼿マンションデベロッパーコンサル
2005年 株式会社地域活性プランニング⼊社

フィルムコミッション普及。ロケなび︕⽴ち上げ
2013年 株式会社地域ブランディング研究所設⽴

観光庁広域インバウンド・農⽔省農泊推進専⾨家。
（⼀社）⽇本インバウンド連合会幹事⻑。ALL JAPAN観光⽴国ファンドサポーター
信⾦中央⾦庫インバウンドアドバイザー、総務省⾃治⼤学校講師 など
浅草を拠点に着地型体験プログラムの造成・国内外への販路・流通拡⼤を⽀援。
広島・せとうちDMO・東京観光財団・沖縄観光コンベンションビューロー
愛知県・宮城県・浅草・⽇光・福岡・熊本・⾦沢等全国各地でプロダクト⽀援。
【執筆】「リクルートOBのすごいまちづくり」１・２

「観光経済新聞︓観光羅針盤」連載中 等

地域プロデューサー

吉⽥博詞プロフィール



地域ブランディング研究所 会社概要



当社の地域ブランディングスキーム

地域ブランディングに必要な4ステップをワンストップで提供︕

魅⼒発掘・
マーケティング戦略

プレミアムな
商品造成

STEP
1.

流通・
販路拡⼤

⾃⾛する持続的な
組織構築

⾃⾛できる
地域

STEP
2.

STEP3. STEP4.

✔ ワンストップのソリューション
✔ 専⾨家⽬線で地域を⾒⽴て
✔ 多⾓的なリレーションで販路を拡⼤
✔ 地域に⼊り込み、徹底的に伴⾛

当社ｿﾘｭｰｼｮﾝの強み

STEP1.

STEP2.

STEP3.

STEP4.

魅⼒発掘・マーケティング戦略
全国50地域以上をブランディングしてきた知⾒で地域の強みを⾒⽴て！

ﾏｰｹｯﾄｲﾝ×現場⽬線で、地域の強みを「売れる商品」にﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ！
プレミアムな商品造成

流通・販路拡⼤
各国市場・各分野に強い豊富なﾘﾚｰｼｮﾝを活かし情報発信＆ﾌｧﾝ拡⼤！

定期的な情報交換・アフターフォローで、事業終了後も徹底伴⾛！
⾃⾛する持続的な組織構築

競合地域・世界トレンドから
⾒た地域の強みが⾒えていない

地域全体を巻き込んだ
ブランディングをしたい

マーケット調査 ポジショニング整理 地域資源発掘 関係者合意形成

✔ 1500社以上の旅⾏会社ネットワークを活かしたマーケット調査
✔ 全国50地域以上をブランディングしてきた専⾨家の⽬線で⾒⽴て
✔ 事業者への電話・現地ヒアリングで現場レベルの課題感を把握
✔ 地域に⼊り込み、⾏政・交通・宿泊事業者を巻き込んだ合意形成

旅⾏者・旅⾏会社の求める体験を
造成したい

⾏政・事業者・ガイドの枠を超えて
インバウンド受⼊体制を整えたい

専⾨家派遣・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 受⼊体制整備⼈材育成・マインド醸成 磨き上げ

✔ 魅⼒発信冊⼦70冊以上発⾏の経験を活かし、地域の魅⼒を編集
✔ 各国市場・富裕層・グルメ開発等、各分野の専⾨家によるアドバイス体制
✔ 多⾔語ツール・ガイド育成等、事業者の負担を減らす体制整備
✔ 現場×データで全国・世界の最新トレンド情報を収集・還元

ターゲットセグメントに
合わせたリーチをしたい

単発ではなく⻑期的に効果がある
PR施策を打ちたい

販売ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ整備・運営 情報発信営業代⾏ﾘﾋﾟｰﾀｰ対策 広報PR対策

✔ 海外20ヵ国1500社、国内200社以上の独⾃ネットワークで流通拡⼤
✔ 体験商品を世界に発信してきた経験を活かし、効果的なメディアや⼿法を選定
✔ メディア掲載によるブランディングや⼝コミ等でのファンづくり

ブランディング戦略を
地域全体で共通認識にしたい

持続的に稼ぐことができる
強い地域組織をつくりたい

シビックプライドの醸成 継続的収益源確保改善し続ける仕組みづくり

✔ ⼈材育成ｾﾐﾅｰのﾉｳﾊｳを活かし、地域の未来を担う組織・⼈材育成をｻﾎﾟｰﾄ
✔ オンライン・オフラインのセミナーで地域の誇りを内外に浸透
✔ 定期的な情報交換・フォローで事業を軌道に乗せる



商品ブラッシュアップ

◎感染症対策策定徹底
◎プレミアム・プライベート化
◎サステナブルツーリズム化
◎感動体験編集

効果的販路構築

２１

３

コロナ禍における地域・事業者⽀援

繋がり・ファン拡⼤
４

◎ホテル・地域連携
◎OTA在庫管理強化
◎コミュニティ開拓
◎⾃社HPの強化

◎シビックプライド
◎SNS活⽤
◎リピーター・関係⼈⼝拡⼤
◎ふるさと納税活⽤
◎ファンクラブづくり

STP分析・戦略⽴案

◎STP分析（segmentation/
targeting/positioning)

◎マイクロツーリズム対応
◎富裕層・SIT対策





観光庁令和2年度誘客多⾓化事業



〇感染対策︓安⼼・安全が旅の選択基準に
〇量から質へ
〇プライベートツアー化
〇誰かを応援したい需要増
〇地域の持続性の必要性
〇SDGs概念・環境配慮は当たり前
〇域内連携・地域にお⾦が落ちる仕掛け
〇プロセスエコノミーの拡⼤
〇DMCや地域商社・宿泊連携の加速

withコロナ時代の消費トレンド

サステナブルツーリズム推進
関係値の拡⼤の必要性



観光
経済
新聞



観光
経済
新聞



観光
経済
新聞



本⽇のアジェンダ

①withコロナの観光業界動向

②サステナブルツーリズムの潮流

③マイクロツーリズム成功の要素

④リピーター・ファン獲得策



①ｗithコロナの観光業界動向



・プレミアム化

・ワーケーション

・リトリート・クアオルトル

・ガストロノミーツーリズム

・アドベンチャーツーリズム

・サステナブルツーリズム

・マイクロツーリズム

・プロセスエコノミー

withコロナホットワード

・プライベート化

・SDGs

・3密回避

・オンライン体験

・関係⼈⼝

・ファン獲得

・SBNR

・地域商社



①コンテンツの⾼付加価値化

15

②サステナブルツーリズム適⽤

③他産業連携促進
P O I N T

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より

with時代の造成ポイント
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観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より

withコロナ時代のキーワード
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①マイクロツーリズム

②ワーケーション

③ウェルネスツーリズム

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より

withコロナ時代のキーワード



④アドベンチャーツーリズム
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⑤オンライン体験

⑥富裕層

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より

withコロナ時代のキーワード
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①⾷コンテンツ

②⾃然コンテンツ

③伝統・⽂化コンテンツ

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より

ジャンル別造成ポイント



※auコマース＆ライフ株式会社「体験サービスの利⽤に関する意識調査」



※auコマース＆ライフ株式会社「体験サービスの利⽤に関する意識調査」



プロダクトの磨き上げの考え⽅

・⼀⾒さんでなく、近隣客もリピートしたくなる
満⾜度が⾼い企画の必要性

・プライベート化・プレミアム化が将来の投資へ

・将来を⾒据えた地域内連携・サステナブルが⼤事

国内
消費

インバウンド
消費

国内
消費

インバウンド
消費

コロナ前 withコロナ・afterコロナ



②サステナブルツーリズム
の潮流



❏ サステナブルツーリズムとは？

国連によると「現在と将来の経済的、環境的な影響を
熟慮し、訪問客並びに産業環境そして受け⼊れ側の
コミュニティのニーズに対応する観光のこと。」

現在と将来の世代間の公平、経済的、社会的、環境的な影
響を考慮する旧来の観光の要素としてあった訪問客と観光
産業だけでなく、「環境」というエコツーリズムの観点を
加えることで、サステナブルツーリズムは受け⼊れ側の
「コミュニティ」がさらに⼤きな要素となっている

Point

サステナブルツーリズムとは︖



Sustainability
Management

持続可能性管理

Social & 
Economic
社会経済

Cultural
⽂化

Environmental
環境

(A)  Demonstrate sustainable destination management
持続可能な観光資源の有効活⽤

(B)  Maximize economic benefits to the host community and minimize negative impacts
地域コミュニティの社会経済的利益の最大化、負の影響の最小化

(C) Maximize benefits to communities, visitors, and culture; minimize negative impacts 
文化遺産の保全を最優先し、負の影響が出ないように

(D) Maximize benefits to the environment and minimize negative impacts
環境保全を最優先し、負の影響が出ないように

サステナブルツーリズムとは︖



❏ サステナブル・ツーリズムで大事にされているポイント

脱炭素化
地球温暖化

フェアトレード
オーガニック

地球コミュニティとの
つながり

持続性を継続する
マネジメント

伝統⽂化や意匠の
保全と活⽤多様性とインクルージョン

サステナブルツーリズムとは︖



基本単位は地域 地域の持続性が第⼀の⽬的

多様性の持つ強さ 地域マネジメントの⼒

❏ サステナブル・ツーリズムは、地域の⾃⽴と持続性がベースとなる

持続性へのリスクが深刻化、
かつ複雑に絡み合う世界で
向き合い取り組むのが、地域
が基本となる。

サステナブル・ツーリズムは、
観光の持続性にとどまらず、
地域の持続性をいかに育むか
がポイント。

観光産業、製造業、農林⽔産
業、サービス業など...。個別
の業績を越えて、地域で補完
しあい、循環し、束になるこ
とが鍵となる。

世代を超えて継承、変化に対応、
成⻑していくために。お⾦や⼈の
流れを無理なく回すしくみ、集め、
分配する⼿⽴て。地域の資源や地
域⼒をそぐことなく、保全し価値
を⾼める展開に。

サステナブルツーリズムとは︖



これから

❏ 観光は事業者だけでしているものではない

交通機関 宿泊施設 飲食施設 観光施設お土産店 旅行会社・ガイド

これまで

地域の⽣産者をはじめ様々な分
野の事業者、公共サービス、こ
ども、⾼齢者、すべての⽣活者
が担い⼿と変化していく。そし
て旅⾏者は、観光客でなく、⼈
の流動、交流⼈⼝と捉える。

サステナブルツーリズムとは︖



③マイクロツーリズム成功の要素



①旬を伝える
・今⽇でよかったね！
・次につなげるくすぐり

②学びのグレードアップ
・カルチャースクール化
・資格提供

③プロセス形成
・応援団形成
・関わりを強化

マイクロツーリズムのポイント

観光
経済
新聞



※京都まいまい京都HPより



※京都まいまい京都HPより



※広島県sokoiko!プランより



観光
経済
新聞



DMC天童温泉HPより



④リピーター・ファン獲得策
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●予約⾏動や誘客環境の変化
・宿泊予約のみならず、観光コンテンツ予約のオンライン化が加速
・インバウンドの消滅等による提供過多の状態が続いている
・「マス」から「ニッチ」へのターゲットシフトを

●マーケティングの必要性
・コアなファンの獲得を⽬指し、顧客⽣涯価値の向上を⽬指す
・仮説やKGI・KPIの策定後、スピード感をもってPDCAサイクルを回す
・適切な販路や、SNSの選定・活⽤を⾏なう

P O I N T

昨今の時代変容

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より
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●マーケティングフロー
・マーケット理解 ：想定ターゲットの市場動態の事実を正確に把握
・KGIの策定：メインターゲット定義と⽬標消費額を定める
・KPIと施策の策定：DCATSモデルを参考にKGI達成への⽬標値を定める
・PDCAサイクル：KGI・KPIの確認〜効果/課題の検証/改善を繰り返す

●プランの⾒せ⽅・伝え⽅
・コト消費を意識し「経験価値を伝える」「魅⼒を分かり易く伝える」

「お客様が買う理由を伝える」の3点をおさえる

誘客におけるマーケティング

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より
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●多様な販路の活⽤
・OTA：市場が⼤きい分競争が激しく、サイト掲載のコツを押さえる
・旅⾏会社：顧客接点や提案⼒が⾼く、時代に合わせた協⼒⽅を検討
・タビナカ：直前予約や情報の⼀元化等のダイレクトリーチ性を⾼める
・直接予約：ブランド訴求をはかり、⾃社サイトの予約機能を⾼める
・販路開拓システム：⼀括管理による販売作業の効率化をはかる
・独⾃ｺﾐｭﾆﾃｨ・団体連携：想定ターゲット集団のコアファン化を⽬指す

P O I N T

• Web検索
• クチコミ（ダイレ

クト検索）
等

• Facebook
• Twitter
• Instagram
• YouTube 等

• パンフレット
• ガイドブック
• 地域観光サイト

等

• Google
• TripAdvisor

等

直接検索 クチコミサイト
OTAサイト

SNS 各種メディア

⾃社窓⼝（サイト、受付等）

リンクやQRコード、電話等

リピーター・ファン獲得策

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より
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●ファン・リピーター化によるリテンション・シェア
・圧倒的感動体験によるコアファンやリピーター化をはかり

CRM管理によるOne to Oneマーケティングをはかる
・ファンによる情報のシェア（直接、SNS、クチコミサイト等）を促す
・シビックプライドを醸成し、観光客からの評判やブランド⼒を⾼める

P O I N T

リピーター・ファン獲得策

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より
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②担い⼿（運⾏に携わる⼈）

①商品（列⾞）

③仕組み（線路）

地域運営のサイクルが回り続けている！

②担い⼿（地域住⺠/ファ
ン/他産業事業者）

持続的なコンテンツ展開

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より



42

 地域のブランディングビジョンに基づいたコンセプトを表現し、旅⾏者⽬線でも理解
できる商品のまとまりを作り、伝える。

 地域の観光資源を⾒⽴て、コンテンツへと編集する「編集者」が重要な役割を担う。

P O I N T

①魅⼒的な「商品」造成

 「担い⼿」とは、他産業事業者や地域住⺠・ファンを含めた地域の観光産業全体の関
係者を指す。

 機能の中核となる地域に定着した「担い⼿」（マーケティング責任者、編集者、コー
ディネーター）を育成することが重要である。

 中核となる「担い⼿」を中⼼に、他産業等の関係者と連携可能な関係性を構築・維持
し、地域住⺠のシビックプライドを醸成することで、持続可能な観光地経営に近づく。

P O I N T

 地域内の観光における取り組みや機能の「ダブリ」や「漏れ」を把握し、分担や連携
をはかる。

 マーケティング活動におけるPDCAサイクルを繰り返し続ける「仕組み」を作る。
 地域内の組織や個々の関係者との連携を実務レベルでコーディネートする。

P O I N T

②地域の「担い⼿」ができている

③持続的な「仕組み」ができている

持続的なコンテンツ展開

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より
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 「商品」、「担い⼿」、「仕組み」のどれかが不⾜していると、持続可能な観光地経
営の実現が難しい状態に陥る可能性がある。

 観光地経営に必要な要素（商品、担い⼿、仕組み）を定期的に点検し、持続可能性を
⾼める。

P O I N T

持続的なコンテンツ展開

観光庁R2
誘客多⾓化事業
ナレッジ集より



★「サステナブルな応援団形成」

●関係⼈⼝拡⼤
-ふるさと納税からの関係強化
-出⾝者・関係者からの
-参加することが地域応援に

●滞在プログラムデザイン
-地域⽂化との交流
-コンシェルジュの設定
-⼈のオモイ・顔が⾒えるプログラム
-プチ移住体験に

●関係維持戦略
-定期レター・ファンコミュニティ化
-交流会等の企画設定
-物販・再来促進企画

●地域体験プログラム
-プロセスエコノミー
-農体験等の関わり強化
-新たな取り組みの価値強化

●応援団・ファンコミュニティ
-地域商社機能
-特産・農産品の売り出し
-DMC的な会社の必要性

持続的なコンテンツ展開



●滞在プログラムの磨き上げ強化
-感染対策（プライベート化）
-旬要素（再来の仕掛け）
-プロセス形成・学びグレードアップ
-顔が⾒える・あの⼈に逢いたい関係構築
-ガイド付き・コンシェルジュ強化

●地域内連携・経済波及（Made in Yokohama)
-宿泊施設連携
-着地プログラム事業者連携
-他業種連携（域内調達）
-継続的物販・販路・誘客の仕掛け
-ファンコミュニティ化

まとめ



ご清聴ありがとうございました。

横浜の皆さまがコロナを乗り越えて、
より魅⼒的なまちに進化していく、

⼀助となれれば幸いです。


